
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本規格協会から９月２２日に出版さ
れた今里健一郎・森田浩・奥村清志共著
「Ｅｘｃｅｌでここまでできる実験計画
法」は、「実験計画法」の基礎的な知識か
ら、Ｅｘｃｅｌを使って簡単に実用でき
るレベルまでを丁寧に解説し、一度は「実
験計画法」を試してみたくなる本です。 

少ない実験回数で、精度の良い結果を
得るために考えられた「実験計画法」は、
英国の統計学者フィッシャーにより考案
されたものですが、“統計的手法”を用い
て合理的に実験を計画する手法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでにも多くの著書を出版されて
いる今里先生はエクセルの可能性を追求
しているのではないかと思わせるエクセ
ルの達人。エクセルの活用法を解り易く
解説し、多くのファンを獲得しています。 
先にご紹介した「爆問学問」でも取上

げられたとおり“統計”はデータをどの

ように正確に採るかがカギとなります。 

ご紹介する「Ｅｘｃｅｌでここまでで
きる実験計画法」で「実験計画法」をし
っかり学び、幅広い分野で合理的で精度
の良い結果を得るためにご活用下さい。 

 

  

 
 



統計学史上不朽の功績と言われる「実
験計画法」を考案したフィッシャーは、
農事試験場に勤務していた際に、農事試
験で取扱っていたデータを基に「推計統
計学」を考えた創始者です。 

４種類の化学肥料の効果を確認するた
め、肥料による効果か、地力の差なのか
を把握するために考案したのが「実験計
画法」だと言われていますが、現在では
幅広い分野で活用されています。 

 ご紹介する新著では、

「実験計画法」を正しく理

解し、活用して欲しいとい

う３人の著者の読者への

配慮からか、第１章では

「実験計画法とは」では

“最適解を求める実験計

画法”がどのような解析な

のか、どんな時に使われて

いるのかを、左の図のよう

に解り易く図示し、具体的

に紹介しています。 

解説では、右の図のよう

に料理を例に「おいしさ」

という特性の裏に、「調理

日」や「調味料」など“母

数因子”や“変量因子”が

影響していることなどを

解り易く説明するなど、著

者の並々ならぬ工夫が随

所に感じられます。 

 

 ※ この中で使用している図は全て本書に掲載されているものです。 

 

第２章「実験計画法を進

めるにあたって」では、著

者の３先生（大阪大学大学

院の森田浩先生、名城大学

の奥村清志先生、今里健一

郎先生）の読者への配慮だ

と思います「フィッシャー

が考えた三原則」などが具

体的に解説されています。 

 第 1 部の第３章「Ｅｘｃeｌによる基本
操作」までで具体的な操作法を確認し、続

く第２部の第４章「一元配置法」、第５章
「二元配置法」、第６章「多元配置法」か
ら第１０章「乱魂法と分割法」までを紹介
し、最後の第３部では「企業における実験
計画法の活用事例」を紹介しています。 

フィッシャーにより農事試験場で考案
された「実験計画法」は、今ではあらゆる

産業分野で活用されており、誰にでも使え
るＥｘｃeｌというソフトウエアを活用す
れば手軽に取組むことができることが解
説されています。ぜひ皆さんの職場でも
「実験計画法」を活用しましょう。 


